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鹿と私たちの暮らし

高原晴雨
　
世
界
中
で
利
用
さ
れ
て
い
るC

hatG
PT

に
、
「C

hatG
PT

と
は

何
で
す
か
。
易
し
く
教
え
て
」
と
聞
い
て
み
た
。
答
え
は
「
お
し
ゃ

べ
り
が
で
き
る
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
で
す
。
あ
な
た
の
質
問
に
答
え

た
り
、
お
話
を
考
え
た
り
、
お
手
伝
い
を
し
た
り
で
き
ま
す
。
ま
る

で
お
友
達
や
先
生
み
た
い
に
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す

よ
！
　

た
と
え
ば
、
『
む
ず
か
し
い
言
葉
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
』

『
物
語
や
お
話
を
作
る
の
を
手
伝
う
』
『
ア
イ
デ
ア
を
出
し
た
り
、

相
談
に
の
っ
た
り
す
る
』
『
宿
題
や
勉
強
の
お
手
伝
い
を
す
る
』
で

し
た
。

　

C
hatG

PT

の
サ
イ
ト
を
訪
れ
た
ユ
ー
ザ
ー
は
、
２
０
２
３
年
４
月
に
は
世
界

で
2.1
億
人
と
急
増
し
て
い
る
。
国
別
で
は
米
国
が
１
位
で
、
日
本
は
３
位
と
な
っ

て
い
る
が
、
人
口
当
た
り
の
利
用
者
数
は
日
本
が
世
界
一
で
あ
る
。C

hatG
PT

の
技
術
幹
部
は
「
日
本
はC

hatG
PT

の
使
い
方
が
ユ
ニ
ー
ク
で
面
白
い
。
ま
た

他
国
と
違
っ
て
Ａ
Ｉ
を
恐
れ
て
い
な
い
。
Ａ
Ｉ
と
一
緒
に
生
き
る
世
界
が
ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
か
を
幼
少
期
か
ら
何
と
な
く
理
解
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

C
hatG

PT

に
富
士
見
町
の
魅
力
を
聞
い
た
。
答
え
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
長
野
県
諏
訪
郡
富
士
見
町
は
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
美
し
い
高
原
の
町
で
、
観

光
・
レ
ジ
ャ
ー
・
食
文
化
な
ど
多
く
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
！
」
と
の
導
入
に
続
い

て
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
概
説
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
1.

絶
景
と
自
然
（
富

士
見
パ
ノ
ラ
マ
リ
ゾ
ー
ト
、
入
笠
湿
原
、
井
戸
尻
遺
跡
公
園
）
2.

レ
ジ
ャ
ー
＆

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
（
登
山
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
、
キ
ャ
ン
プ
＆
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
、
温
泉
）
３.

食
文
化
・
特
産
品
（
富
士
見

高
原
野
菜
、
信
州
そ
ば
、
八
ヶ
岳
チ
ー
ズ
＆
乳
製
品
、
地
ビ
ー
ル
・
ワ
イ
ン
）
４

.

文
化
・
歴
史(

井
戸
尻
考
古
館
、
富
士
見
町
の
伝
統
行
事
）
５.

ア
ク
セ
ス
の
良

さ(

東
京
か
ら
約
２
時
間
！
）

　
富
士
見
町
の
魅
力
を
過
不
足
な
く
適
切
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
私
は

「
富
士
見
高
原
リ
ゾ
ー
ト
」
「
縄
文
文
化
が
花
開
い
た
地
域
」
等
も
大
き
な
魅
力

で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
創
造
性
や
生
産
性
の
向
上
に
寄
与
す
るC

hatG
PT

は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
情
報
を
学
習
デ
ー
タ
と
し
て
使
用
す
る
の
で
、
元
の
デ
ー
タ
に
誤
り
が
あ
れ
ば
、

そ
れ
が
回
答
に
反
映
さ
れ
る
」
「
学
習
デ
ー
タ
に
偏
見
や
問
題
の
あ
る
表
現
が
含

ま
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
」
「
意
図
せ
ず
に
他
者
の
著
作
権
を
そ
の
ま
ま
利
用
し

た
内
容
を
生
成
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
等
が
ネ
ッ
ト
上
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
注
意
深
く
利
用
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

赤
坂　
行
男

公民館
インスタグラム
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鹿
と
私
た
ち
の
暮
ら
し

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生
態
に
つ
い
て

　
富
士
見
町
で
の
生
活
で
避
け
て
は

通
れ
な
い
こ
と
の
ひ
と
つ
に
、
野
生

動
物
と
の
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
八
ヶ

岳
を
取
り
囲
む
佐
久
か
ら
諏
訪
の
地

域
に
は
、
古
く
か
ら
鹿
が
多
く
生
息

し
、
地
域
の
信
仰
と
も
関
わ
り
が
深

い
存
在
で
す
。
し
か
し
今
日
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
は
有
害
鳥
獣
に
指
定
さ
れ
て

い
て
、
駆
除
さ
れ
る
存
在
で
も
あ
り

ま
す
。
今
回
は
こ
の
鹿
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
、「
害
獣
」
と
「
信
仰
」
の

二
つ
の
異
な
る
側
面
か
ら
追
っ
て
み

ま
し
た
。

「
害
獣
」
と
し
て
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
影
響

　
ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
日
本
に
生
息
す
る
在
来
の

大
型
獣
の
一
つ
で
、
分
布
域
が
広
い
た
め
種

内
変
異
が
大
き
く
、
数
種
類
の
亜
種
が
あ
り

ま
す
。
長
野
県
に
生
息
す
る
の
は
ホ
ン
シ
ュ

ウ
ジ
カ
（
本
州
鹿
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

縄
張
り
を
持
た
ず
、
食
物
環
境
が
よ
い
牧
草

地
な
ど
の
箇
所
で
は
、
極
め
て
高
密
度
の
大

集
団
を
形
成
し
、
生
息
環
境
に
あ
わ
せ
て
、

数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
数
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
か
け
て
季
節
移
動
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
多
く
の
場
合
二
歳
か
ら
子
供
を
産

み
、
栄
養
条
件
が
悪
く
な
い
限
り
ほ
ぼ
毎
年

産
み
続
け
る
た
め
繁
殖
力
は
か
な
り
高
い
と

①
長
野
県
内
の
被
害
に
つ
い
て

　
令
和
五
年
度
、
長
野
県
全
体
で
の
野
生
鳥

獣
の
農
林
業
被
害
額
は
年
間
八
億
円
近
く
に

期
化
に
よ
り
農
家
が
耕
作
を
あ
き
ら
め
、
被

害
額
調
査
の
対
象
外
と
な
っ
た
こ
と
も
同
時

に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
農
林
業
の

被
害
以
外
で
も
、
家
庭
菜
園
へ
の
食
害
や
住

居
集
合
地
域
で
の
出
没
、
空
家
等
へ
の
生
息

に
よ
る
生
活
環
境
問
題
も
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。

及
ん
で
い
ま
す
。
中
で
も
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ

る
農
林
業
被
害
額
が
最
も
大
き
く
、
全
体
の

33
・
１
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
経
済
的
な
損

失
だ
け
で
は
な
く
、
農
林
業
の
生
産
意
欲
へ

の
影
響
な
ど
、
農
山
村
地
域
の
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

食
害
等
に
よ
る
自
然
植
物
へ
の
影
響
も
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
諏
訪
六
市
町
村
の
中
で
も

や
は
り
圧
倒
的
に
農
林
被
害
額
が
多
い
有
害

鳥
獣
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
で
、
令
和
五
年
度
の
被

害
総
額
は
、
農
業
・
林
業
合
わ
せ
て
四
千
二

百
万
円
近
い
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
富
士
見
町
内
の
被
害
に
つ
い
て

　
富
士
見
町
内
だ
け
を
見
て
も
、
令
和
五
年

度
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
農
林
業
の
被
害
額

は
四
百
万
円
以
上
で
、
主
に
水
稲
、
雑
穀
、

飼
料
作
物
、
野
菜
な
ど
を
育
て
て
い
る
農
業

に
被
害
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
次
に
被
害
額

が
大
き
い
ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
三
十
七
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
差
は
歴
然
で
す
。
ニ
ホ

ン
ジ
カ
に
よ
る
被
害
額
に
つ
い
て
は
、
防
護

柵
や
猟
に
よ
る
個
体
数
調
整
に
よ
っ
て
減
少

し
て
い
る
一
方
、
水
田
な
ど
へ
の
被
害
は
継

続
し
て
発
生
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
特
に
五

月
か
ら
十
月
に
か
け
て
の
農
作
物
の
生
育
期

と
収
穫
期
に
、
被
害
の
発
生
が
多
く
見
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
町
が
行
っ
た
農
作
物
被
害
額
調
査
の
結
果

で
も
、
平
成
十
八
年
度
を
ピ
ー
ク
に
被
害
額

は
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
減
少
の
要
因
に
つ
い
て
は
、
広
域
の
防

護
柵
な
ど
の
被
害
対
策
を
実
施
し
て
き
た
成

果
が
表
れ
た
こ
と
に
加
え
、
鳥
獣
被
害
の
長

特 
集

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
の
個
体
数
増
加
と
生
息
域
拡
大
は
気

候
変
動
や
、
天
敵
で
あ
っ
た
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ

ミ
の
絶
滅
、
森
林
の
荒
廃
（
下
草
の
増
加
）

が
影
響
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
環
境

省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
九
七
八
年
か
ら
二

〇
一
八
年
の
四
十
年
間
で
生
息
域
は
約
2
・

7
倍
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
標
高

の
低
い
地
域
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近

年
は
標
高
二
千
五
百
メ
ー
ト
ル
級
の
高
山
地

帯
に
も
進
出
し
て
い
て
、
気
候
変
動
に
よ
る

暖
冬
や
積
雪
量
の
減
少
が
影
響
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

罠にかかっている鹿 （2024 年 12 月町内撮影）

令和5年度 諏訪地域の市町村別農林業被害額（詳細）ー富士見町抜粋
長野県諏訪地域振興局 集計
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古
く
か
ら
の
信
仰
に
つ
い
て

　
一
方
諏
訪
地
域
で
は
、
古
来
か
ら
鹿
は
神

の
使
者
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
元
々
諏

訪
の
国
津
神
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
千
鹿
頭
神

は
鹿
を
神
の
使
い
と
し
て
い
る
た
め
に
、
神

を
祀
る
社
は
原
野
や
山
林
に
囲
ま
れ
て
い
る

場
所
に
お
か
れ
て
い
る
と
い
う
話
も
あ
り
ま

す
。
千
鹿
頭
神
を
祀
る
神
社
は
ご
く
限
ら
れ

た
場
所
に
あ
り
、
茅
野
市
で
は
米
沢
塩
原
田

と
、
ち
の
上
原
の
二
社
、
諏
訪
市
で
は
有
賀

の
一
社
、
そ
し
て
富
士
見
町
に
は
現
在
、
休

戸
と
横
吹
新
田
の
二
か
所
に
あ
り
ま
す
。
横

吹
の
社
は
、
横
吹
、
と
ち
の
木
、
木
之
間
が

共
同
で
祀
っ
て
い
て
、
休
戸
の
社
に
つ
い
て

は
、
平
成
五
年
に
南
諏
衛
生
セ
ン
タ
ー
増
設

に
あ
た
り
、
河
原
休
戸
の
社
を
花
場
の
氏
神

社
と
程
久
保
川
を
境
に
し
た
隣
接
地
の
千
鹿

頭
神
社
に
合
祀
さ
れ
、
現
在
一
社
に
ま
と
め

て
い
ま
す
。

　
祭
祀
で
は
鹿
肉
を
神
に
供
え
る
こ
と
か

ら
、
千
鹿
頭
神
社
が
狩
猟
の
神
で
あ
っ
た
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
ま
す
。
四

つ
足
の
動
物
を
食
べ
る
と
穢
れ
る
と
さ
れ
つ

つ
も
、諏
訪
大
社
の
鹿
食
免(

か
じ
き
め
ん)

の
箸
で
食
べ
れ
ば
穢
れ
な
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
富
士
見
町
に
移
住
し
て
四
年
目
に
な
り
、

野
生
動
物
と
の
付
き
合
い
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
ら
れ
る
こ
と
が
増
え
、
今
回
記
事
を
書
き

ま
し
た
。
ジ
ビ
エ
を
食
す
る
機
会
も
多
く
、

子
ど
も
へ
の
食
育
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
も

し
ば
し
ば
で
す
。
祀
ら
れ
る
存
在
で
あ
る
鹿

を
今
で
は
懸
命
に
駆
逐
し
て
い
る
と
い
う
、

相
反
す
る
状
況
が
あ
る
よ
う
に
も
思
え
ま
す

が
、
人
が
自
然
を
畏
れ
つ
つ
も
崇
め
続
け
る

長
い
歴
史
が
垣
間
見
え
ま
し
た
。
動
物
も
人

間
も
、
お
互
い
に
必
死
に
生
き
な
が
ら
、
実

は
ず
っ
と
一
緒
に
生
き
て
い
る
よ
う
に
も
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

﹇
取
材
協
力
﹈

　
富
士
見
町
産
業
課 

今
井
健
太
さ
ん

　
長
野
県
諏
訪
地
域
振
興
局 

林
務
課

﹇
参
考
資
料
﹈

　
富
士
見
町
鳥
獣
被
害
防
止
計
画(

令
和
六
年
度
変

更) 

富
士
見
町
産
業
課 

農
林
保
全
係

　
野
生
鳥
獣
被
害
対
策
本
部
（
長
野
県
庁
）
令
和

６
年
度
第
４
回
本
部
会
議
（
令
和
６
年
９
月
９

日
）
資
料
１―

令
和
５
年
度
野
生
鳥
獣
に
よ
る

農
林
業
被
害
等
の
状
況
に
つ
い
て

　
『
令
和
６
年
版　
猟
友
な
が
の
』（
一
般
社
団
法

人 

長
野
県
猟
友
会
）

　
『
野
生
動
物
管
理
シ
ス
テ
ム
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク 

ニ
ホ

ン
ザ
ル
・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
総
合
的
な
被
害
対
策

の
す
す
め
方
』(

平
成
24
年
３
月
発
行)

　
『
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生
態
と
農
林
業
被
害
対
策 

鳥
獣

害
の
発
生
生
態
と
防
除
対
策
（
３
）』
国
立
研
究

開
発
法
人 

森
林
総
合
研
究
所 

野
生
動
物
研
究
領

域 

堀
野
眞
一

　
『
日
本
原
初
考　
諏
訪
信
仰
の
発
生
と
展
開
』(

人

間
社
文
庫 

日
本
の
古
層)

　
『
富
士
見
町
史
（
下
巻
）
研
究
紀
要
第
二
号
』（
富

士
見
町
）

　
『
富
士
見
町
の
指
定
文
化
財
』（
富
士
見
町
教
育

委
員
会
）

千
鹿
頭
神
社

御
射
山
祭

あ
と
が
き

休戸区の千鹿頭神社（2021 年撮影）

御射山社祭（1991 年撮影）

　
町
の
指
定
史
跡
で
あ
る
神
戸
の
御
射
山
社

で
は
、
毎
年
八
月
に
御
射
山
社
祭
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
お
祭
り
は
「
は
ら
や
ま
さ

ま
」
と
も
呼
ば
れ
、
数
え
で
二
歳
に
な
る
子

ど
も
の
健
康
を
祈
る
お
祭
り
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
中
世
の
時
代
か
ら
今
日
ま
で
続
い
て

お
り
、古
来
よ
り
伝
わ
る
諏
訪
大
社(

上
社)

の
重
要
な
狩
猟
神
事
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
境
内
の
案
内
板
に
も
「（
前
略
）、
穂

屋
（
ス
ス
キ
で
囲
っ
た
仮
屋
）
を
造
営
し
て

大
祝
・
神
長
官
を
は
じ
め
、
多
数
の
神
官
や

武
士
な
ど
が
参
籠
し
、
狩
り
を
行
っ
て
獲
物

を
神
に
供
え
、
豊
作
を
祈
願
し
、
ま
た
流
鏑

馬
な
ど
の
武
技
競
べ
も
行
わ
れ
た
と
伝
え
ら

れ
る
。」
と
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
狩
猟
の
歴
史
自

体
が
と
て
も
古
く
、
同
時
に
自
然
の
恵
み
と

し
て
鹿
の
存
在
を
崇
め
る
歴
史
も
深
か
っ
た

こ
と
を
伺
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

お
お
ほ
う
り
じ
ん
ち
ょ
う
か
ん

さ
ん
ろ
う

や
ぶ
さ
め

個体数調整によるニホンジカの捕獲頭数の推移ー富士見町抜粋
長野県諏訪地域振興局 集計

ち
か
と
う
じ
ん
じ
ゃ
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おすすめBook
★電話・WEBまたはカウンターでご予約ください

図書館・博物館…休館日
図書館のみ…休館日（博物館は開館日）
20冊貸出

富士見町図書館 ☎62-7930

■ 日時　5月 17日（土）午前 11時～正午
■ 会場　富士見町高原のミュージアム　　■ 申込　不要　

☎75-5735（富士見町高原のミュージアム）博物館

●５月５日（月・祝日）
　子どもの日上映会
 時　間：①午前10時～11時30分
 　劇場版　ダーウィンが来た！
 　｢日本列島生きもの超伝説」
 ②午後1時30分～2時30分
 　おしりたんてい
 　｢ププッ　おりのなかのけいかく」
会　場：コミュニティ・プラザ ２階　AVホール
定　員：60名
 (小学生未満のお子さまは保護者同伴）
入　場：無料　/　申込：不要

●６月１日（日）
　科学のとびら
　「円盤型万華鏡をつくろう」　
時　間：午前10時～11時45分
会　場：コミュニティ・プラザ ２階　大会議室
定　員：親子 15組（必ず保護者と参加してください）
参加費：無料
※お電話、図書館カウンターまたは二次元コード
　より事前にお申し込みください。
　(5月1日受付開始）

富士見町図書館 ☎62-7930

イベント情報

小説　『おぼろ迷宮』 月村　了衛 著

　おんぼろアパート『朧荘』に住む女子大生夏芽は、バ
イト先の和菓子屋で不可解な出来事に遭遇する。その
『謎』を解決するのは、隣に住む正体不明の老人、鳴滝。
尋常ならざる人脈と驚異の推理力を駆使する彼は一体
何者なのか。街にはびこる不可思議な事件を、凸凹コン
ビがスイーツを食べつつ華麗に解決する。

開館時間：通　常 … 午前9時30分～午後6時
　　　　　火曜日 … 午前9時30分～午後7時
https://www.town.fujimi.lg.jp/site/library1/

5 月
日 月 火 水 木 金 土

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

町制施行 70 周年記念企画「昭和の写真展」
期 間：令和７年４月11日(金)～５月25日(日）※会期中は入館無料です。
本展では、昭和の時代に町内で撮影された人々の生活の懐かしい様子や、
当時の風景と現在の風景を同じ場所で撮影した写真を展示します。

■ 場　　所　富士見町高原のミュージアム（コミュニティ・プラザ２階）
■ 開館時間　午前 10時～午後５時（入館午後４時 30分まで）
■ 入 館 料　会期中は入館無料です
■ 休 館 日　月曜日（月曜が祝日の場合は翌日）

企画展

「民話の朗読と展示解説」イベント
のご案内

5月20日（火）～23日（金）は蔵書点検のため、
図書館は休館となります。 富士見町図書館HP
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